
 

 

Alt キー/Shift キーを利用した作業バーの移動や編集 
 
 
工程’s をサクサク使いこなすための基本操作や、知っていると役立つちょっとした小技をメールマガジン形式でご紹
介します。 
第 25 回の今回は、「Alt キー/Shift キーを利用した作業バーの移動や編集」についてお伝えします。 
 

工程's で工程作成する際に、カレンダーの単位を設定することができますが、マウスを使った作業バーの期間変更
や移動の移動単位（移動の細かさ）は、画面に表示している期間に依存します。 
そのため、 
・ 表示期間が長く、期間の短い複数の作業バーが表示上混み合っている 
・ 作業バーの移動や期間変更を細かい時間軸で編集したい 

のような場合、カレンダーの切り換えが必要になり、ひと手間かかるという問題が発生します（下図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A ： 操作方法 

◆ Alt キーを押下しながらマウス操作で細かい移動や期間変更をする 

Alt キーを押下しながらマウス操作すると、作業バーの細かい移動や期間変更ができるため、カレンダー期間切替
えのひと手間を省くことが可能です。 
＜操作＞ 
① 期間変更/移動したいバーをクリックする。 
② 表示された緑色三角ポイント（期間変更の場合）またはセンターの緑色丸ポイント（移動の場合）を

クリックする。 
③ Alt キーを押下しながらマウス移動する。 

画面の藤色囲みに選択しているバーのプロパティが表示されるので現在マウスでどの位置に期間変更/移
動しているのか確認しながら、希望の場所でもう一度クリックして確定する。 

※ [編集]-[環境設定]-[マウス]-[バーの細かい動き]の設定によっては、動作が異なります。詳しくは、 
[工程’s ヘルプ]より、[プロジェクトを編集する]-[環境設定]-[マウスの設定]-[バーの細かい動き]を参照
してください。 

 

工程’s 簡単使い方講座 第 25 回 

表示期間が長く、期間の短い複数の作業バーが

表示上混み合っている。その為、特定の作業バー

をマウス操作だけで希望の場所に移動したり、期

間変更しにくい。 

都度、プロパティを開いて変更することもある。 

表示期間を短くすると指定の期間を拡大できるため、

特定の作業バーをマウス操作だけで希望の場所に移動

したり、期間変更しやすい。 

変更単位は分単位で操作できる。 

注）工程’s で設定したカレンダー単位に依存します 
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◆ Shift キーを押下しながらマウス操作で、現在の場所の水平・垂直方向にのみ移動する 

Shift キーを利用したマウスでのバー移動も、混んでいる工程編集や、離れた位置に期間や配置グループ・行を
変更することなく移動したい場合に効果があります。 
＜操作＞ 
① 移動したいバーをマウスでクリックする。 
② センターの緑色丸ポイントをクリックして移動モードに切替える。 
③ Shift キーを押下しながら、水平または垂直方向の移動したい位置へマウスで移動してもう一度クリックで 

確定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択しているバーのプロパティ 

 

[Alt キーを利用した作業バーの細かい期間変更と移動] 
① 期間変更/移動したいバーをクリックする。 
② 表示された◀ ▶ポイント（期間変更の場合）また

はセンターの●ポイント（移動の場合）をクリック 
③ Alt キーを押下しながらマウス移動する。 

画面で藤色囲みに選択しているバーのプロパティが表
示されるので現在マウスでどの位置に期間変更/移動
しているのか確認しながら、希望の場所でもう一度クリ
ックする。 

 

◆ Shift キーを押下しながらマウスで移動
すると、元の位置の水平方向または垂
直方向にだけ移動できる。 


